
日伯食品・農業合同セミナー開催結果概要
１．開催日：2023年２月３日（金）
２．場所：ブラジル日本文化福祉協会（文協ビル）（ブラジル・サンパウロ市）
３．趣旨：中南米地域最大の人口・市場・農業生産力を有し我が国とも長い

経済・社会・文化面の強固な関係を土台に、今後の食・農分野での関係
強化が期待されるブラジルとのビジネスや協力関係の一層の拡大を図る。

４．主な内容

５．出席者：約200名（対面：約120名、オンライン約80名）
政府関係機関・団体：外務省（林駐ブラジル大使、桑名駐サンパウロ総領事）、農林水産省、JETRO、JICA、ブラジル日本商

工会議所、ブラジル投資促進庁（APEX-Brasil)、他
民間企業：味の素、ダイソー、伊藤忠、住友商事、クロノス・アリメントス（三井物産）、NXブラジル、Hirota、 MAC Oriental 

Food、ヤマト商事、Nippon Bebidas, Lamen the bowl、Izakaya Omoide Sakaba、 Mori Chazeria、
Sakura、MN FOOD 他

レセプション出展企業・団体：西山製麺、熊本物産協会、茨城県、ブラジル味の素、梶谷食品、REIFA JAPAN、尾西食品、亀
田製菓、トウスイ

パネルディスカッションの様子

会場の様子

①ブラジルにおける日本産食品の販売状況や今後の展望について発表。
（発表企業）マルカイ、ZENDAI、ブラジル和食協会、ブラジルみずほ銀行、キッコーマン・ド・ブラジル、

野村総合研究所

②日伯両国による途上国協力や世界の食料需要増大に向けた協力の
可能性についてパネルディスカッションにより議論。
（パネリスト）ロドリゲス元ブラジル農務大臣、カンポス国際金融公社中南米農業担当、フォンセッカ・デ

ロイト・アグリビジネス貿易担当、江口JICAブラジル事務所長、吉岡 農林水産省輸出・国際局参事

官、林 農林水産政策研究所主任研究官（モデレーター）

③現地小売、日本食レストラン経営者、商社等にPRするため、レセプション
会場において、ラーメンの試食や日本産食品のサンプル提供等を実施。
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レセプションでの食品展示結果概要
・日時：2023年2月3日（金）、12:30-14:00（レセプションに併せて開催）
・場所：ブラジル日本文化福祉協会（文協ビル）(ブラジル・サンパウロ市)
・参加人数：約100名
・主な来場企業：
（小売・商社）マルカイ、ZENDAI、Hirota、ブラジル住友商事、MAC Oriental Food、ヤマト

商事、Nippon Bebidas, クロノス・アリメントス（三井物産）
（飲食店）Lamen the bowl、Izakaya Omoide Sakaba、 Mori Chazeria（日本茶店）
（流 通）NXブラジル
（食品製造）Sakura

西山製麺 尾西食品熊本物産協会 茨城県

トウスイ 梶谷食品 ブラジル味の素 REIFA JAPAN 亀田製菓
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